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"私があなたがたに会いたいと切に望むのは、御霊の賜物をいくらかでもあなたがたに分

けて、あなたがたを強くしたいからです。"

ローマ人への手紙 1 章 11 節

Q1 御霊とは？

"わたしは父にお願いします。そうすれば、父はもうひとりの助け主をあなたがたにお与

えになります。その助け主がいつまでもあなたがたと、ともにおられるためにです。

その方は、真理の御霊です。世はその方を受け入れることができません。世はその方を

見もせず、知りもしないからです。しかし、あなたがたはその方を知っています。その

方はあなたがたとともに住み、あなたがたのうちにおられるからです。

わたしは、あなたがたを捨てて孤児にはしません。わたしは、あなたがたのところに戻

って来るのです。

いましばらくで世はもうわたしを見なくなります。しかし、あなたがたはわたしを見ま

す。わたしが生きるので、あなたがたも生きるからです。

その日には、わたしが父におり、あなたがたがわたしにおり、わたしがあなたがたにお

ることが、あなたがたにわかります。"

ヨハネの福音書 14 章 16～20 節

"しかし、助け主、すなわち、父がわたしの名によってお遣わしになる聖霊は、あなたが

たにすべてのことを教え、また、わたしがあなたがたに話したすべてのことを思い起こ

させてくださいます。

わたしは、あなたがたに平安を残します。わたしは、あなたがたにわたしの平安を与え

ます。わたしがあなたがたに与えるのは、世が与えるのとは違います。あなたがたは心

を騒がしてはなりません。恐れてはなりません。

『わたしは去って行き、また、あなたがたのところに来る』とわたしが言ったのを、あ

なたがたは聞きました。あなたがたは、もしわたしを愛しているなら、わたしが父のも

とに行くことを喜ぶはずです。父はわたしよりも偉大な方だからです。"

ヨハネの福音書 14 章 26～28 節

"あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っておられることを知らない

のですか。"

コリント人への手紙 第一 3 章 16 節

"御霊も同じようにして、弱い私たちを助けてくださいます。私たちは、どのように祈っ

たらよいかわからないのですが、御霊ご自身が、言いようもない深いうめきによって、

私たちのためにとりなしてくださいます。"

ローマ人への手紙 8 章 26 節

"神が私たちに与えてくださったものは、おくびょうの霊ではなく、力と愛と慎みとの霊

です。"

テモテへの手紙 第二 1 章 7 節



"その上に、主の霊がとどまる。それは知恵と悟りの霊、はかりごとと能力の霊、主を知

る知識と主を恐れる霊である。"

イザヤ書 11 章 2 節

"ヨハネから、アジヤにある七つの教会へ。今いまし、昔いまし、後に来られる方から、

また、その御座の前におられる七つの御霊から、"

ヨハネの黙示録 1 章 4 節

"あなたがたは、人を再び恐怖に陥れるような、奴隷の霊を受けたのではなく、子として

くださる御霊を受けたのです。私たちは御霊によって、「アバ、父」と呼びます。"

ローマ人への手紙 8 章 15 節

Q2 御霊はどのように例えられる？

"神である主の霊が、わたしの上にある。主はわたしに油をそそぎ、貧しい者に良い知ら

せを伝え、心の傷ついた者をいやすために、わたしを遣わされた。捕らわれ人には解放

を、囚人には釈放を告げ、

主の恵みの年と、われわれの神の復讐の日を告げ、すべての悲しむ者を慰め、

シオンの悲しむ者たちに、灰の代わりに頭の飾りを、悲しみの代わりに喜びの油を、憂

いの心の代わりに賛美の外套を着けさせるためである。彼らは、義の樫の木、栄光を現

す主の植木と呼ばれよう。"

イザヤ書 61 章 1～3 節

"五旬節の日になって、みなが一つ所に集まっていた。

すると突然、天から、激しい風が吹いて来るような響きが起こり、彼らのいた家全体に

響き渡った。

また、炎のような分かれた舌が現れて、ひとりひとりの上にとどまった。

すると、みなが聖霊に満たされ、御霊が話させてくださるとおりに、他国のことばで話

しだした。"

使徒の働き 2 章 1～4 節

Q3 どのように御霊を受ける？

"わたしは、あなたがたに言います。求めなさい。そうすれば与えられます。捜しなさい。

そうすれば見つかります。たたきなさい。そうすれば開かれます。

だれであっても、求める者は受け、捜す者は見つけ出し、たたく者には開かれます。

あなたがたの中で、子どもが魚を下さいと言うときに、魚の代わりに蛇を与えるような

父親が、いったいいるでしょうか。

卵を下さいと言うのに、だれが、さそりを与えるでしょう。

してみると、あなたがたも、悪い者ではあっても、自分の子どもには良い物を与えるこ

とを知っているのです。とすれば、なおのこと、天の父が、求める人たちに、どうして

聖霊を下さらないことがありましょう。」"

ルカの福音書 11 章 9～13 節



"ペテロがなおもこれらのことばを話し続けているとき、みことばに耳を傾けていたすべ

ての人々に、聖霊がお下りになった。

割礼を受けている信者で、ペテロといっしょに来た人たちは、異邦人にも聖霊の賜物が

注がれたので驚いた。

彼らが異言を話し、神を賛美するのを聞いたからである。そこでペテロはこう言った。"

使徒の働き 10 章 44～46 節

"イエスは言われた。「わたしがいのちのパンです。わたしに来る者は決して飢えること

がなく、わたしを信じる者はどんなときにも、決して渇くことがありません。"

ヨハネの福音書 6 章 35 節

"いのちを与えるのは御霊です。肉は何の益ももたらしません。わたしがあなたがたに話

したことばは、霊であり、またいのちです。"

ヨハネの福音書 6 章 63 節

"さて、エルサレムにいる使徒たちは、サマリヤの人々が神のことばを受け入れたと聞い

て、ペテロとヨハネを彼らのところへ遣わした。

ふたりは下って行って、人々が聖霊を受けるように祈った。

彼らは主イエスの御名によってバプテスマを受けていただけで、聖霊がまだだれにも下

っておられなかったからである。

ふたりが彼らの上に手を置くと、彼らは聖霊を受けた。"

使徒の働き 8 章 14～17 節

"ヌンの子ヨシュアは、知恵の霊に満たされていた。モーセが彼の上に、かつて、その手

を置いたからである。イスラエル人は彼に聞き従い、主がモーセに命じられたとおりに

行った。"

申命記 34 章 9 節

"それですから、私はあなたに注意したいのです。私の按手をもってあなたのうちに与え

られた神の賜物を、再び燃え立たせてください。"

テモテへの手紙 第二 1 章 6 節

"これは、預言者ヨエルによって語られた事です。

『神は言われる。終わりの日に、わたしの霊をすべての人に注ぐ。すると、あなたがた

の息子や娘は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る。

その日、わたしのしもべにも、はしためにも、わたしの霊を注ぐ。すると、彼らは預言

する。

また、わたしは、上は天に不思議なわざを示し、下は地にしるしを示す。それは、血と

火と立ち上る煙である。

主の大いなる輝かしい日が来る前に、太陽はやみとなり、月は血に変わる。

しかし、主の名を呼ぶ者は、みな救われる。』"

使徒の働き 2 章 16～21 節


